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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特徴：自走式で移動が楽、現場で粉砕
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
汚染された森の木の枝葉を粉砕し、袋つめ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
竹粉乳酸発酵→米、イチゴの田畑にまいて実験→いい結果が出ていると聞いている


[EFI2)T# HEEQ @ ohashi

| P EER SR

=JdtEEN

X HAEDHERIZ)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
月50トンのオーダー。竹が追い付かない
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
GS121GBφ8㎜にて竹を微粉砕。主に孟宗竹を粉砕。1日に約3㎥を製造。乳牛1頭当たり1.5㎥必要。手で握っても痛くない程度に。試験、おが粉とそん色なし。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
GS400D
こちら吉実園は代々江戸時代から続く農家でしたが、祖父が植木・造園業を始め３代８０年の歴史を持ちます。�こちらでは、豚と鶏を放し飼しており、うずたかく積まれた木材のチップが豚の運動場一面に敷かれ、�チップが豚の糞尿で自然分解されやがて良質の堆肥になります。�このチップの原材料が実は植木の剪定で枝打ちされたもので、最近まで野焼きして灰にしていましたが、�近隣住宅の手前、野焼きが禁止されました。�そこで考えたのが枝を細かくチップにして最終的に堆肥化し植木の肥料として還元することでした。�同じ考え方で次に飼い始めたのが鶏。�豚の糞尿で作られた堆肥を広い園内に施肥すると、雑草も勢いよく生えてきます。�これまで雑草とりは外部任せにして、その経費だけで年間２００万円もかかっていましたが、�そこで広い園内に４００羽の鶏を放し飼いにして、雑草を食べさせています。�鳥が雑草をきれいに食べてくれるので、雑草取りにかかる経費はゼロ。�卵は１パック１０個４００円で自宅前で販売しています。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ブルーベリー
水分の蒸発を防ぎ、地表は適度な水分が保たれます。�そして、土の中にいる微生物もこの有機物を餌にして土壌を活性してくれます
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ペレットストーブ、ペレット加温機、ヨーロッパ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
http://www.enecho.meti.go.jp/saiene/renewable/biomass/index.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
http://www.enecho.meti.go.jp/saiene/renewable/biomass/index.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
http://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/biomass/con_1.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
チップを燃やし、その熱を利用して空気を温める
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
価格は大まかに言うと
ペレットにすることのメリット：体積圧縮、輸送コストの削減
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2013年1月末～3月末　三潴町、パイナップル・バナナ・マンゴー
多少の問題はあったものの改善、大きな問題はなく、まずまずの結果が得られた
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
有馬富士温泉　花山乃湯
灯油や重油を使用せずに、代わりに木質バイオマス燃料を使用する事で、�カーボンニュートラルによりCO2の削減＝地球温暖化防止に大きく貢献します。�例えば、1日600リットルの灯油（重油）を使用している場合、�木質バイオマスに置き換えると、約1500kg/日のCO2を削減する事になります。
15万ｋｃａｌ/h温水ボイラ
燃料は３Hで０．６㎥必要
営業時間　　　　　　　　　９時～１０時３０分
実動１３時間３０分
木質チップ　　　　　　　　約3㎥必要
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スターリングエンジンは熱でピストンが動く→発電
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
化石燃料の価格高騰により、ハウス農家様はハウス加温燃料費の過大な負担に悩まされております。
　この状況を、ハウス加温器を用いることで、打破できるのではないかと考えています。
　それによりハウス農家様のお役に立ちたいと思います。
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